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孟.‡嶼漑鼈桑凛

逓年、少子薦鼈砲の影颯て、救魚草でな送さ

れは人の数辟等鳶罐麟
‐
4‐ほと共に、鐘篤な慮状

を示
-3~懸
機の割合蓼織蝸 [%曇 なな豫ていほ。一

方、カージ…の教蟻貶鰊によれば、あ隧停止漉

機のような菫篤な癬戦の場合、慮亀処鸞を受け

鶴までの時財メ約移分経濾すると、死亡率ぶ50

難%環職鷹は上昇すほこと写熱られている。こ鍮

た降、数量医療にわいて轟機の豊存率を救警
-4~

はには、でき鶴だ lS‐短鋳Nで、救憩救購を要議

する糧場 (以 lL~救愈畿曝)か 怒患番を医療施設

‡通骰選し、適調な輸療を受けさ億鶴ことン求綸

鍋れていは。これを実朧す鶴た場‡馳は、救急鷲

場あ鶴いは搬送逮攀での、医療行為な籍え蕎ド

クターカ…の導入が考えられ鶴。ドクターカ…

は朧状では、饉朦朧設に配雉されてい儡。そ最

で、本研究では、千饉県麟艤穣な櫻新の対象に

選び、救量職場への臨蒻記録鍮考慮した場合

の、 ビクタ‐‐―カーー的饉菫配置ついて検討を行
う。

な。洟漑鋏

露.灘 篇講点及び鸞爾薫

褥続に驚い鶴鑢講薫及び購甕薫とは、控れ

ぐれ ドクタールーをR備 した救急餞朦施設
と、救愈現場の位置を示す。ここでは謳治鰺

を各町丁に分翻 した場合、始れぞれの国繭に

篤け藝菫′卜を購襲薫《救急職場)と すほ。図機

‡こ、千菫曝齢鶴群におけ鶴饉畿点及び鑢要点を

拳す。同閂中のMは鑢畿点でおり、戦在、ドク

ターカーTM濾 暮れてひ鶴地薫《麟鶴市立朧朦
ヤンタt‐―》な添す。また、国冤中の国繭‡ま市向

の各町丁を離し、Llyi%の (機 )は鑢甕薫を示す。
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図‡輸機麟におけ論燿鮫点と鐵襲薫鋤分布

由.2座標懸翁定な

ここでは、座標系なして平繭直角座標系を饉

い鶴。経度をx軸、繍度な夕儡に取り、事座標

系靱原点 (0,0)は 、国土交鸞欄翁鰯土地瑾院で

決鵡られていは関末経纏魔原点 (東京都麟区購

臨台慇…壽…‡:薫纏織 蓋艤9魔 懸◎分、北纏約轟餞

鍵)とすほ。

2.3條紙の手艤
先ず、施設点を蓋ヶ所趙置すほ場合の手順を

示す。霧聾点数を爾、各覇聾薫瘍饉穣な転∫,馬》《∫

窯量勢2,議 鞭ゆ麟》、各纏襲J親の量みを wJ、 施設

薫の座標を経 ,論 と
‐
9~鶉・ 朧設の立地可畿点

ポ朦畿平爾宣闇%にわつ、朧鮫薫と各鐵甍薫な

結ぶ選艤は直線とした。鵞ネつきの絵穆漑懸粽

量は、
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と壼せ繹。こ逼では、運畿平繭空爾%におい

て、重みぶばした総務動懸颯写、飲小になるよ

うな施設点を救め、その位置場鸞磯な位朧とす

儡.総務轍願辣予鍮理ヽとな鶴朧毅点の座標ば ,

晰吟歳め方は、以下のよつな手順
121で行う。先

ず、濾当な朧講薫聰艤攘軽 紳黎
「
総》輯 =量 ゅ2鵞

鍮蟻薩船 を与えは。この施設薫と各議襲点まで

の懸粽ごノ
織を求鵡鶴。

ね
総量      … 聰

次にこの
「 ,約
を鸞いて、施設点の庭標な修正

づ
…鶴。
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繰り返し計繁により軽鉾,「総》鋳軒 (静・)警
y管時》

とな鶴場合、経 ,玲 =写機,「鉾》む
‐
9~釉 。それ

以外の場合、もつ一度は設点設儀鑢甕点まで吟

鍮鶉を求め、朧鮫薫の隆標饂籐腫鍮すはも時な

し、載機、施設薫翁懸標ぶ決窓
―
l~は まで上織な

繰り返す。

次に、施設薫な複数ヶ麟y置すほ場合翁祠
新は、LtCoolcFの 方法 [3]な 驚いた。騨ら、鰯

置す壕朧設薫靱数をhと し、各購甕薫は、飲も

通い朧醗薫を一うだけはが、隠んだ施設薫‡駐轟

釉ドクタt―‐―力姜予、始め鑢襲薫に向かかも靱む

ずは。このようにいて、踏鰯の購欝薫を、鐵鰯

雹朧講薫それぐれは翻 1議で、隣鱗のグル螂プ

を作は。金でのグループの議み合わ燈にやしヽで

に設点を求めはことで、総務鑽懸颯Ю撻畿ノ』ヽにな

は、鑢設点瘍筵檬を求蛉鶴道と予できが
21。 以

下‡通、具体儡な鰈糠濃い]を示す。先ず、鑢襲点

の中からはも鍮鼈顆置い2薫な選択し、皓れぞ

れにうかで、各鐵襲薫までの雛褥吟総和かれ総

務軸雛院を求恥る。求めた機嗜の総移動雛饒な

比較し、総移蒻懸躙ヲ短 Vヽ方の点を無翁施設点

なし、通の 2`漁 を烙外 した後、再び雛甕薫の中

かれ最も懸蠅予近い 2護額を選が、輸移動距饒な

比較す儡〈これを購闇繰 り返す)。 次に、各需要

薫を、畿亀近い仮靱施設薫は翻り当て、鋼彊鍮

珊熾饒鰤黎趾
蟄麒錮蒻瘤趙

鱚愈救憩車両瘍臨餡懸数の分権

グループを作饂。推れぞれのグループ靱中で、

饒述瘍季畷を爾いて、量j供のな設点の麗攘鍮瀧

蹄階。そして、再び儀欝驀v額を飲も進い綺醗薫

に驚り議ででグル‐‐―プを作は。各麟甕点を割り

当ておお藝施設点辟、金で一致していれば、始

の時の朧設点の座標弔求恥鶴饉様でみる。推う

でない場合は、割り当てたグループ靱中で施設

点を歳め、各鑢驀点の観 り議でな甍_m~す 纂。そ

して、各欝爾点の割り当で

「
変お鍋なくな憔ま

で上議を練 り返す。

2,4菫らに増いて

通こでは、救急薫繭綺融軸爾数 (総禰市議鱗

鷺の協力より得怒れた平成震年度の教急臨魏

は財すほ議晰)な重み爾∫とし、以下の検討を

行惨た。麟橋「lt‐では、平成 2蓋 年の量燿量爾から

懺燿 3鵞 囲までの豊等間は、救急薫画は26473

国の出動の議鍮辟わる。M懺 は、藤%の教急車

両の出軸爾数の分蕪を示す。輸櫨市内に濃いて

l―m、 曲軸回数の多い町丁が地図上の下部分に多

く雉魃ことん式おん鶴鶴。

1韓 蝙磋

これでは、熊設薫な機ヶ瞬われ量5ヶ 断まで瞳

識し、鑢般のぬ濾立地点な求め鶴。ただし、麟

鶴市向の需甍J標の強鍵は鑢やメ戦でおる。

3.量 施設点が量ヶ所の場合

鱚3に、結果を懸-3~。 llt‐lMよ り、本棘析か螺

歳蹄た施鑽薫と、戦在、ドクタールーが茫鸞さ
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施設薦

グループ1

グループ2

図3簸鮫点の鐵置 (艇 ヶ断 )

図5朧鮫薫の配置《灘◇ヶ断)

れてい檜救惣甕朦施設 (鹸鶴市立医療センター)

との間の懸麟は約 1.1融類懸]で轟藝ことがかか

は。また、勒析かれ求あた施設点の位置は、lltl

動101数の多い町丁ほ近いこと写かかは。一井、

本燎続が毎求めた篤設薫及び麟鶴麗繊センター

を朧醗点とし、各購襲薫とのNO融鑽め和より
纂爾した、給移動簸院を控れぞれま跡比較した

所、皓の麓は小さく、し卜も通の鐵薫写かなり

攘通していはことか鍋、現在、講鸞されてい儡

救急医療施設の立地薫は難騒な位置であ儀と考

えれれは。

M4施 設点のM鐘鐘ヶ爾 )

V鵞

       5         量O         l
‐――-3 鼈般点数

閻饉施設点と総移餡懸院のM係

轟。議施設点が複数ヶ所の場合

間4,図 6は、朧畿点な2ヶ 断及び 11ヶ 所に鸞

識した場合の結果で鵡釉。施設点が灘◎ヶ所の

場合、各力の朧設薫写カバー
ー
f~る輸爾が狭く

なつてい藝進と写かか儡。図6は 、鐘設薫の強

と総移動懸価のM係 を示す。同国より、鑢講点
の数予醸麟すほと、総移魏懸粽濾減少

‐
l‐鶴こと

ポかかは。また、施設薫の数写 2か れわ織鷹ま

では、輸穣軸距絣鍮鶯イ池は大きいW、 施設点数

め式5以上では、総務靱饉院のI激な減少は見鍋
れない。従って、朧鮫薫数写5以上では、救急

謳朦サーがスの急激なぬ上は、菫あないと思わ

れる。
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焉寧燿酸薫 2ヶ 麗の場合のM戦 鐵‡鑢醗薫 抄ヶ断靱艤合の口壌

Э笙雛臨餡閻域の検耐

ルーテーの救磯貶線によれば、あ鼈停止状態

かれ慮急処はな受 l‐tは までの鋳聞写、3分経過

すはな死亡率は 501%選 、好蜻簿血状態の場合

は、神分経濾
-3~儘
と死亡率が 3θ [‰]にな卜。総

務書濃鋳庁では、救量購瞬到鱗所甕時財を、「8

分未満 J、 Fs命以上 s分驚濾Jと いう鋳爾欝‡通

分け、それほお撥標として承 ばてい儡。一方、

[文献 4機 では、麟蠅市内に於けは激愈薫鍮平均

移動瞳度は 19,3[難醸/撫儘でみ儡ことW示 されて

いは。例えば、この平均移動逮度を燿いて、現

場‡通轟分轟%で剛購でき機懸隧を求めほと、
最.15[k懸 ]ま での価爾%で轟藝こと写かか鶴。
これ徹爾いて、ここでは、悪命以%の M鐵を求
め鶴通鍮とす懲。

円7,NSは、施設薫な傲ヶ爾及び鷺◎ヶ所に噌

識した場合の、3命以%の口滅を示 -4‐。施設点
の数を増設す鶉ことで、口鐵辟カバーす儡攘域

は広くな繹。また、施設数叩紳ヶ所の場合、総

纏蒲翁奎簸域の約げ議の機戦を3命以%の口鐵

でカバーできは進むヲねが魃。

結鱗といて、鍮鑢寧の場合、熊設薫を5・―臨ヶ

断巫鑽
~3‐
はことによって、輸穆魏畿院を、鑢畿

薫 ‡ヶ購の場合綽げ 2以下にできはことがか

かった。また、ゆ分～ 5命以冬に爾購でき鶴薇

戦をまぬたところ、施設数弔掛程度のとき、麟

纏藤の胸灘/熾の額鐵なカバーできはので、救命

率的饂上蓼鸞待できはな考えられは,

鼈嬌鰊謳鼈

千藁曝総鶴 lll‐な躙析時対象蟻鐵とし、ドクター

ルいな運燿
-4‐
る救憩饉朦朧設のM置につ秒で検討

した。朧鮫″無予量ヶ爾の暢合、畿歌の教急医療施

鮫《麟鶴市立鍾療ヤンター)の疵置まま書議でおはこ

鍮写かかった。また、筵毅点の数を壇識する場合

は、悪特 6ヶ所轟輩艶吟繭飩置で、飲も大きな嚇檸難が

得られ藝ことも粋かつた。

選艤交繭線を考はした検耐に鐵しては、今後鍮

譲はでみは。
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いて …GX3鍮 やSを鸞いた人購分布にもお弓

く舅鐵鶉鶴標の購嬢―
″
F熙本饉攘学農計画課

軋文集 ,第 臨3灘 号,颯。量9蹴9…豊987戦Φ03)

[曇 ]趙鶴‡贔 ‡亀耐.:趙爾 鰺祠 i饉鋏 ぽ ‡饉 1鉤‡‡a so鰊鸞 ms

感祓 鑢 sd畿 挽pD‡‡鷲撫感《鸞鰺轟c就 鸞れ購 鷺融
幡
,m馘 臨

闇颯欲Ncs hmは,45,鶉“655‐g感 (‡硫7》

[参]餘叩嘲 L.プ so‡Ⅲ o鑑鱚蠍 鑢 鑢は M撫 爾 涸 慰罐t戴囃

賊撥徊饒M③heS,釉磯鐘醸⑬∫雉ン●最I SC‡ ettce,7,‡ ,

妙p゛卜鵞5(量 9懸Ψ》

[R爾爾》宇5,正藤,大内:麟鍮纏市の絵舎濃鱗
j購
攘システムの運濯によは Nク タ姜カーシス

テムはやいで
″
》圏本大学董麗工学警爵第 4雛圃

学術講演金 (21‡ゆ)

[5機 磐本‡ヵ縄 ,朧爾,隷鐵:都市諦爾数理 ,朝倉

書購 (193感 )

― 370 ―


